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ＪＲ西日本分煙訴訟


十月三十日　第四回裁判から





　第四回裁判が大阪地裁で行われました。


原告側はこれに先立って、医学文献や乗務員詰所の写真や乗務員詰所の滞在時間、滞在時間中の室内における喫煙本数、喫煙及び受動喫煙の有害性、「空気清浄機の無効性について」の山岡さんの論文と空気清浄機メ―カー数社の製品カタログ（たばこの一酸化炭素などの有害物質








は除去出来ないことを明記しもの）などを準備書面として提出しました。


当日は、最初に裁判長より「今後のことですがどうしますか」という問いかけがあり、原告側弁護士から「前回裁判長より話があった話し合いのテーブル





























次回裁判


１２月１８日（水）


大阪地裁


８０９号法廷


１０時００分


【お願い】


どなたでも傍聴できます


傍聴に参加してください。








につくのもやぶさかでない」と主張。被告（ＪＲ西日本）側弁護士からも「それで結構ですが、原告から準備書面が出ているので、反論をしたい」と主張した。十一月十四日に進行協議（裁判所での当事者間の話し合い）が行われることになりました。




















この第二回公判に先立つ七月一五日に、会社側答弁書の中で原告の請求内容が不明確であるから不適法である。また休憩時間中は必ずしも当該詰所に待機する





















































ことを義務付けているものではないし、食事も当該詰所で取らなければならないものではないなどとする主張に対して、準備書面を提出し反論しました。








裁判の後　傍聴者と小集会





分煙裁判に前回同様多数傍聴に参加をいただき、裁

















判の後簡単な小集会をしました。最初に吉田、谷両弁護
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今回の裁判にも多くの支援者の方々が参加していただきました。裁判後、大阪弁護士会館に集まり「報告会と支援の集い」が行われました。


　最初に吉田一弁護士から今回の裁判の報告と、これま











れまでの経過、準備書面として提出したものとその説明がありました。


　名古屋から出席した高校教師は「私も裁判をしたが、周りから理解が得られなかった。この裁判を注目している。和解の話があるよう





だが裁判で勝利をして欲しい」。


加西市の西村さんから「自分達が使用する一部の詰所だけなのか？私はすべての職場に対してやっているのかと思った。一部だけではなくて、全職場で分煙になるようにやったらどうなのか」と。　弁護士が「裁判は自分達が被害を被るところに限られるがこの裁判が会社全体に影響を及ぼす」と説明。また原告より「この裁判をやる前に（簡易裁判所で）調停をやった。そのときは明石車掌区の乗務員詰所と姫路駅乗務員詰所（東）を禁煙にしただけで、他のところは数々の理由をつけて出来ないということだった。しかし、裁判になると対策を何箇所かやってきている。平成十四年二月頃に新築した乗務員宿泊所（放出駅乗務員宿泊所）では、乗務員詰所の分煙対策が出来ていない。またＡさんより「私はたばこを吸うが、衝立みたいな物ではなくて、完全分煙化したらいいと思う。私たちも気兼ねなく吸える」など多くの貴重な意見を出していただきました。





報告会と支援の集い


　　　　











